
薬事日報　薬学生新聞

に行けばいつ
もの薬剤師さ
んが丁寧に話
を聞いてくれ
て、薬を出し
てくれる。こ
れを飲めば治
るんだから、
病院に行くよ
り安上がりで
いい」
　これぞ地域

における薬局の目指しているあり方で
はないでしょうか。理想とされている
国のビジョンは、ここ上田ではもう当
たり前のこととなっていると思いまし

た。
　最初に述べたように、ここでは利用
者の方が自分のやりたいことをやって
います。私は１人でこたつに座ってい
るおばあちゃんに声をかけてみまし
た。穏やかな表情のそのおばあちゃん
と私は一緒にコタツに入りじっくりと
会話をしました。
　「ここはやりたいことをやらせてく
れるし、みんな親切だから幸せです」。
まさに私がこの施設で感じ取ったこと
でした。最後はしきりに「がんばって
くださいね」とおっしゃってください
ました。
　この施設はこの地に住む方のために
医師、薬剤師、看護師、介護士など様々

な職種の方が立ち上がって
できたものです。その想い
は利用者に届いていて、こ
こに来るのが楽しいと笑顔
で話す利用者の声を聞き、
高齢者の方のＱＯＬ向上に
つながっているということ
を確信しました。
　当然、介護は簡単なこと
ではありません。高齢者に
対しては様々な注意を払
い、普通では気づかないこ
とに気を配らなければなり
ません。高齢者が増えてく
るこれからの時代にこのよ
うな施設は不可欠であると
いうことを改めて実感でき
ました。
　そして何より、介護が必
要な方を単に「高齢者」と
して一括りにするのではな

く、それぞれの性格や趣味、特技、生
きてきた背景などを考慮した上で１人
の人間としてどうしたらそのニーズに
応えることができるかを考え続けるこ
とが大切であると思いました。

　テーブルに座りおしゃべ
りをしているおばあちゃ
ん、ソファに座ってテレビ
を見ているおじいちゃん、
ひたすら読書をするおじい
ちゃん、ここではすべての
利用者が、それぞれのした
いことをして過ごしていま
した。特定非営利法人「新
田の風」は地域全体で高齢
者や認知症の方を支える仕
組みづくりを積極的に行っ

ている団体です。小規模多機能居宅介
護施設『新田の家』はそのような熱い
思いを持った新田の風のスタッフによ
って創られました。
　そこで私は薬学生として、テーブル
でおやつを食べていたおばあちゃんに
「薬局はよく行きますか」と話しかけ
ると、その返答は驚くようなものでし
た。
　「病院に行くよりも薬局に行く方が
いい。ちょっと体調が悪いとき、薬局
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　今回の上田市での見学はこ
れまで私たちが持っていた薬
局に対するイメージと異なる
ものでした。地域の中で薬局
が市民の健康をサポートして
いて、地域の住民もまた薬局
に信頼を寄せていました。ま
さに現在全国で薬局が目指し

ている姿であると感じました。
　上田薬剤師会会長の飯島康典さん
は、「現在、地域の薬局で働く薬剤師
は住民の顔が見えていない」と指摘し
ていました。ではなぜそれができてい
ないのか。
　飯島会長に上田の医薬分業が進んだ
秘訣を尋ねると「情報共有」であると
いう答えが返ってきました。薬剤師免
許を持っていれば薬剤師と名乗ること

はできます。しかし、
全員を医療人としての
薬剤師と呼んでいいの
でしょうか。あくまで
薬剤師１人ひとりが
様々な情報にアンテナ
を張り、かつそこから
どう考えるかが大切で
す。
　また、薬剤師の見る
べきは住民の顔。「患
者のために、地域のために」というこ
とを意識したとき、たとえ持っている
武器は違っても医師も薬剤師も看護師
もその他の医療従事者も目指すものは
同じです。あくまで患者のため、同じ
医療人として「ものの言える関係」を
築いていくことも大切だと飯島会長は

おっしゃっていました。
　薬剤師が、地域住民の健康をいかに
支えるか、地域医療にどう貢献してい
くか。薬局、薬剤師が追い求めるもの
はそこに尽きるのではないかと思いま
す。
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